
（単位：千円）

年度

区分

総　　　計 29,140,437 29,288,372 37,259,234 43,795,377 50,240,035 45,423,944
（指数） (100) (101) (128) (150) (172) (156)

内閣府 415,423 368,150 371,791 438,538 651,262 657,121
(構成比） (1.4) (1.3) (1.0) (1.0) (1.3) (1.4)

総務省 11,641,948 12,677,849 16,783,926 21,701,902 26,608,935 24,497,252
(構成比） (40.0) (43.3) (45.0) (49.6) (53.0) (53.9)

法務省 39,013 40,728 48,481 162,667 170,116 146,177
(構成比） (0.1) (0.1) (0.1) (0.4) (0.3) (0.3)

財務省 450,482 515,104 601,057 209,892 224,567 378,825
(構成比） (1.5) (1.8) (1.6) (0.5) (0.4) (0.8)

文部科学省 168,430 188,247 197,684 213,752 236,437 227,097
(構成比） (0.6) (0.6) (0.5) (0.5) (0.5) (0.5)

厚生労働省 2,937,830 2,774,470 3,849,485 4,342,293 5,086,786 4,944,652
(構成比） (10.1) (9.5) (10.3) (9.9) (10.1) (10.9)

農林水産省 8,095,403 7,172,889 8,684,793 8,801,240 8,816,195 7,307,875
(構成比） (27.8) (24.5) (23.3) (20.1) (17.5) (16.1)

経済産業省 4,100,383 4,053,876 4,910,614 5,660,239 5,848,205 5,136,085
(構成比） (14.1) (13.8) (13.2) (12.9) (11.6) (11.3)

国土交通省 1,162,326 1,391,190 1,703,304 2,141,793 2,385,431 2,002,175
(構成比） (4.0) (4.7) (4.6) (4.9) (4.7) (4.4)

環境省 72,406 61,400 55,745 59,297 1,444,394 66,521
(構成比） (0.2) (0.2) (0.1) (0.1) (2.9) (0.1)

防衛省 287 126 50 46 38 0
(構成比） (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) 0.0

人事院 56,505 44,345 52,304 63,718 61,247 60,164
(構成比） (0.2) (0.2) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1)

36.95 42.30 51.19 58.54 63.10 63.22

(除く国債費) （指数） (100) (114) (139) (158) (171) (171)

(注) １　各年度４月１日現在で、統計関連事業経費を含む当初予算額(除く人件費)を計上。
２　｢統計基準年報｣及び「各府省統計事業計画一覧」より作成。

参考

平成10～14年度
年平均

一般会計予算総額
（単位：兆円）

平成15～19年度
年平均

昭和63～平成４
年度　年平均

平成５～９年度
年平均

昭和53～57年度
年平均

昭和58～62年度
年平均

〇　統計予算額の推移をみると、平成14年度までは、国債費を除く一般歳出に準じて増加していたが、最近の５か年
  は抑制傾向。

　府省別統計関係予算額の推移（昭和53～平成19年度） 資料２



（単位:千円）

平成５ 平成６ 平成７ 平成８ 平成９ 平均

統計事業費(A) 30,846,713 42,793,664 78,792,378 34,351,421 32,192,707 43,795,377

(平成５年度～ うち総務省 10,506,996 12,544,307 57,974,240 15,789,156 11,694,809 21,701,902

９年度) うち農林水産省 7,833,160 13,498,839 9,343,038 6,897,177 6,433,986 8,801,240

うち経済産業省 4,340,830 7,096,684 4,419,931 4,931,829 7,511,923 5,660,239

平成10 平成11 平成12 平成13 平成14 ５年平均

統計事業費(B) 38,408,380 44,960,845 98,547,446 36,642,552 32,608,843 50,240,035

(平成10年度～ うち総務省 14,515,558 14,459,627 75,890,127 16,056,650 12,122,715 26,608,935

14年度) うち農林水産省 7,860,047 13,038,303 10,510,838 7,418,483 5,253,304 8,816,195

うち経済産業省 6,592,605 5,808,543 4,693,452 4,637,689 7,508,736 5,848,205

平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 ５年平均

統計事業費(C) 33,617,534 37,496,672 95,018,537 32,012,259 28,974,717 45,423,944

(平成15年度～ うち総務省 14,139,195 13,373,679 70,870,887 14,100,545 10,001,954 24,497,252

19年度) うち農林水産省 6,422,677 10,739,017 8,509,559 6,186,548 4,681,573 7,307,875

うち経済産業省 4,509,674 5,168,842 4,909,695 4,656,452 6,435,761 5,136,085

比較（B/A） 124.5% 105.1% 125.1% 106.7% 101.3% 114.7%

(10～14年度の うち総務省 138.2% 115.3% 130.9% 101.7% 103.7% 122.6%

対５～９年度) うち農林水産省 100.3% 96.6% 112.5% 107.6% 81.6% 100.2%

うち経済産業省 151.9% 81.8% 106.2% 94.0% 100.0% 103.3%

比較（C/B） 87.5% 83.4% 96.4% 87.4% 88.9% 90.4%

(15～19年度の うち総務省 97.4% 92.5% 93.4% 87.8% 82.5% 92.1%

対10～14年度) うち農林水産省 81.7% 82.4% 81.0% 83.4% 89.1% 82.9%

うち経済産業省 68.4% 89.0% 104.6% 100.4% 85.7% 87.8%

（注）１　各年度４月１日現在で、統計関連事業経費を含む当初予算額(除く人件費)を計上。
　　　２　｢統計基準年報｣及び「各府省統計事業計画一覧」より作成。

統計事業費(当初予算額)の推移・比較（平成５～19年度）

各府省合計

各府省合計

各府省合計

　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分

各府省合計

各府省合計



18,397 16,918 13,445 10,517 8,823 6,009 5,607 （単位：人）

年度 参考(対昭和35年

区分 の平成19年指数)

総　　計 18,397 16,918 13,445 10,517 8,823 6,009 5,607 4,939

（指数） (100) (92.0) (73.1) (57.2) (48.0) (32.7) (30.5) (26.8)

人事院 25 32 13 17 25 23 23 15

(構成比） (0.1) (0.2) (0.1) (0.2) (0.3) (0.4) (0.4) (0.3)

内閣府 81 74 88 82 77 71 69 63

(構成比） (0.4) (0.4) (0.7) (0.8) (0.9) (1.2) (1.2) (1.3)

警察庁 41 38 9 4 7 6 6 6

(構成比） (0.2) (0.2) (0.1) (0.0) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1)

うち地方機関 21 20 0 0 0 0 0 0

(構成比） (0.1) (0.1) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

総務省 2,159 2,536 2,156 1,893 1,617 600 590 582

(構成比） (11.7) (15.0) (16.0) (18.0) (18.3) (10.0) (10.5) (11.8)

うち地方機関 0 112 49 43 0 0 0 0

(構成比） (0.0) (0.7) (0.4) (0.4) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

法務省 23 21 18 14 10 8 8 8

(構成比） (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.2)

財務省 418 309 182 171 86 86 79 77

(構成比） (2.3) (1.8) (1.4) (1.6) (1.0) (1.4) (1.4) (1.6)

うち地方機関 292 227 160 152 72 66 61 59

(構成比） (1.6) (1.3) (1.2) (1.4) (0.8) (1.1) (1.1) (1.2)

文部科学省 51 45 69 30 28 22 21 21

(構成比） (0.3) (0.3) (0.5) (0.3) (0.3) (0.4) (0.4)

厚生労働省 1,342 939 805 677 465 339 331 297

(構成比） (7.3) (5.6) (6.0) (6.4) (5.3) (5.6) (5.9) (6.0)

うち地方機関 309 0 90 90 70 0 0 0

(構成比） (1.7) (0.0) (0.7) (0.9) (0.8) (0.0) (0.0) (0.0)

農林水産省 13,209 11,769 9,308 6,979 5,979 4,420 4,054 3,493

(構成比） (71.8) (69.6) (69.2) (66.4) (67.8) (73.6) (72.3) (70.7)

うち地方機関 12,738 11,289 8,885 6,560 5,583 4,108 3,743 3,203

（指数） (69.2) (66.7) (66.1) (62.4) (63.3) (68.4) (66.8) (64.9)

経済産業省 929 931 590 461 402 329 324 311

(構成比） (5.0) (5.5) (4.4) (4.4) (4.6) (5.5) (5.8) (6.3)

うち地方機関 338 332 140 99 102 80 76 70

(構成比） (1.8) (2.0) (1.0) (0.9) (1.2) (1.3) (1.4) (1.4)

国土交通省 119 224 207 189 127 105 102 66

(構成比） (0.6) (1.3) (1.5) (1.8) (1.4) (1.7) (1.8) (1.3)

うち地方機関 0 64 62 50 19 15 14 0

(構成比） (0.0) (0.4) (0.5) (0.5) (0.2) (0.2) (0.2) (0.0)

非現業国家公務員数 446,235 522,849 506,506 534,136 530,120 326,201 324,789 322,745

（指数） (100) (117.2) (113.5) (119.7) (118.8) (73.1) (72.8) (61.7)

専任費職員定数 3,233 3,115 2,829 2,558 2,338 2,219 2,146 2,103

（指数） (100) (96.4) (87.5) (79.1) (72.3) (68.6) (66.4) (67.5)

(注) １　「統計担当職員」欄は、各年度４月１日現在の「統計基準年報」及び行政管理庁資料による。

２　｢非現業国家公務員数｣欄の昭和35年及び55年の数値は、「一般職の国家公務員の任用状況調査結果」(人事院)に
　より、その他は行政管理局資料(各年度末現在)による。
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〇　統計担当職員数の推移をみると、全体では非現業国家公務員全体の削減率を上回って減少。
　
　　　　⇒　現業部門（実査、入力・集計等）の合理化・効率化が要因か。

　府省別統計担当職員数の推移（昭和35～平成19年度）

※昭和45年に対する指数


